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研究成果の概要（和文）：本研究は、韓国語慶尚道諸方言の語形成におけるアクセント特徴を明らかにすること
を目的としている。主に、派生語、外来語、外来語関連語彙、混成語を中心に新語形成の際に働いているアクセ
ント規則の解明を課題としている。釜山方言、密陽方言および晋州方言の実地調査を行い、方言間に見られる違
いを明らかにした。密陽方言における外来語やその関連語彙、混成語に関する先行研究は皆無であり、本研究を
通して他の方言と同様なアクセント規則が働いていることを明らかにした。また、晋州方言における当該語彙に
関する研究は管見の限りないが、本研究を通してそのアクセント特徴を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, I would like to clarify the accent rules in word formations 
in dialects of Gyeongsang, South Korea. It primarily focuses on investigating the accent rules 
involved in the formation of neologisms, particularly in loanwords, loanword-related vocabulary, and
 blending words. field works were conducted on the Busan dialect, Miryang dialect, and Jinju 
dialect, revealing differences among the dialects. Previous studies on loanwords, initialisms, and 
blending words in the Miryang dialect were non-existent. However, this study revealed that the 
Miryang dialect has similar accent rules with two other dialects. While research on initialisms and 
blending words in the Jinju dialect was scant, this study successfully uncovered its accent rules.

研究分野： 人文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、音韻研究の重要な課題の一つである新語形成におけるアクセント規則を解明できたことにより、そ
の意義は大きいと考えている。韓国語慶尚道諸方言における外来語アクセントに関しては、いくつかの研究から
その規則が明らかにされているが、混成語や頭文字語に関するアクセント研究は皆無に等しい。特に、慶尚道諸
方言の中で最もアクセントの対立が多いとされる密陽方言の外来語のアクセントやその関連語彙、及び混成語の
アクセントなど、新語形成過程におけるアクセントの特徴を記述し、その規則を解明できたことは、記述研究と
同時に理論面でも重要な成果をあげたものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 韓国語慶尚南道（Gyeongsangnam-do）諸方言は、日本語と同様に高低アクセントを持っており、
従来の研究ではそのアクセント体系を明らかにするための記述研究が主流であった。従来の研
究により、一つのアクセント体系内にはアクセント核と語声調（狭義のアクセントと声調）が共
に存在しており、方言によってその数が異なることが明らかにされている（多型アクセント体系
と N 型アクセント体系のように分類する見方もある）。しかし、従来の研究は漢字語を含む固有
語の名詞や複合名詞、用言の活用形に焦点を当てており、新語形成におけるアクセントの特徴や
規則を取り上げた研究は皆無に等しかった。特に、語形成過程におけるアクセントの特徴や規則
の解明は、複合名詞を中心として研究が行われ、接尾辞による派生語や混成語形成過程における
音韻現象はほとんど考慮されていなかった。この研究の背景には、先述の状況が関与している。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、韓国語慶尚南道諸方言の内、釜山（Busan）、密陽（Miryang）、晋州（Jinju）、統営
（Tongyeong）、山清（Sancheong）、泗川（Sacheon）方言を調査地域とし、語形成過程におけるア
クセントの特徴や規則を明らかにすることを目的とする。これら 6 つの地域方言を調査対象と
した理由は、それぞれ異なるアクセント体系を成しており、また複合語形成においても異なるア
クセント規則が働いているためである。具体的な調査項目は、接尾辞による派生語、外来語関連
語彙や混成語であり、各方言においてこれらの語形成過程にどのような音韻現象が見られるの
かを解明することが主なテーマである。しかしながら、世界的な感染症の影響やその他の要因に
より、本研究では釜山、密陽、晋州の 3 つの地域の方言調査に限定されている。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、数回にわたるフィールドワークを実施し、インタビュー調査によって得られた資料
の記述・分析により達成できる。地元の生え抜きのインフォーマントを対象に、基本的には一対
一の聞き取り調査を行う。ただし、本研究の語彙項目には新語が多いため、個人差も観察される
可能性を考慮し、複数の話者を対象とする必要がある。調査資料は独自の語彙リストを作成し、
各要素の単独の形、助詞付き形、および結合形の発音を読み上げ式で録音調査を実施する。その
調査で収集した資料を分析することにより、語形成過程に見られるアクセントの現象やそこに
働いている規則を解明できる。 
 
４．研究成果 
 本研究は、当初は 6 つの慶尚南道諸方言を
調査地域として計画していたが、3つの地域に
縮少して実施することになった。 
本稿を通して使う記号は下記の通りである。 
  ≪記号≫ 
  ○ … 任意の音節 
  ◎ … 任意の助詞・語尾 
  [ … 音調の上昇 
  ] … 音調の下降 
  [[ … 語頭における音節内の上昇 ]] … 語末における音節内の下降 
 
（１）釜山方言の語形成過程におけるアクセント 
 １）接尾辞による派生語のアクセント特徴 
 釜山方言の接尾辞による派生語のアクセントは、語基（語根と語幹をまとめて呼ぶ用語）が用
言語基なのかそれ以外かで異なるアクセント特徴が現れることが分かった。本研究では、3名の
話者を調査し、450 の語彙項目のアクセントを調べた。接尾辞は、アクセントを持たないものと
自らのアクセント持っているものに分けて、語基と接続した結合形のアクセントを調べた。その
結果、用言語基の場合は、長母音を有する一部の１音節の語基と母音始まりの接尾辞が結合する
と、[○]○という音調型が現れる（この現象は、中期朝鮮語でも類似する現象が存在し「許雄
1963:336」、現代方言にもその現象が反映されて現れたと捉えられる）。それ以外の場合は、接尾
辞は語基のアクセントに順接する。このアクセント特徴は、用言の活用形におけるアクセント規
則が働いているものと解釈する。用言語基以外のものと接尾辞の結合には複合名詞のアクセン
ト規則が働く。 

（例１） ⓐ ku:p-（焼く） ＋ -i（名詞派生接辞） → ku.i（焼き） 

     ○[◎◎]]        [○]○ 

     ⓑ ko:p-（綺麗だ） ＋ -i（副詞派生接辞） → ko.i（大事に） 

     ○[◎◎]]        ○[○]] 



      mək-（食べる） ＋ -i（名詞派生接辞） → mək.i（餌） 
   [○]◎         [○]○ 

 ⓒ u:r-（泣く） ＋ -po（名詞派生接辞） → ur.po（泣き虫） 
   [○]◎         [○]○ 
  mək-（食べる） ＋ -po（名詞派生接辞） → mək.po（食いしん坊） 
   [○]◎         [○]○ 
 （例１）のⓐは、長母音を有する１音節の用言語基（韓国語の長母音は１音節語の単独形でし
か現れないため、単独で使われることがない用言語幹の長母音は名詞形活用語尾が付いた語形
で類推可能である「姜英淑 2017:42」）に母音で始まる接辞が付いたものであり、結合形全体が
[○]○の音調型になる。これに対して、ⓑの kop-（綺麗だ）は、長母音を有する１音節語基であ
るものの、母音始まりの接辞は語基のアクセントに順接した音調型になり、ⓐとの違いが現れる。
mək-（食べる）は、長母音ではない１音節語基であり、母音始まりの接辞は語基のアクセントに

順接する。ⓒは子音で始まる接辞が付いたものであり、語基のアクセントに順接している音調型

で発音される。このようなアクセント現象は、用言の活用形のアクセント特徴に似ている。特に、
ⓐのアクセント現象は、（例２）のように、用言の活用形におけるアクセント特徴と同様である。 
（例２） ku:p-（焼く）＋ -ǝ（連用形語尾）  → ku.wǝ（焼いて） 
    ○[◎◎]]      [○]◎ 
 ku:p-（焼く）＋ -i（名詞派生接辞）  → ku.i（焼き） 
    ○[◎◎]]       [○]○ 
 （例２）は、長母音を有する１音節語幹（語基）に、それぞれ母音で始まる「連用形語尾」・
「名詞派生接辞」が付いたものであり、結合形全体が[○]○（◎）の音調型で現れており、活用

と派生で同じ規則が働いていると解釈できる。 

 次に、２音節以上の語基では、接辞の種類に関係なく、接辞が語基のアクセントに順接してい

る（例３）。この点も用言の活用形のアクセント規則と同様である。ちなみに、自らのアクセン
ト持っている接尾辞は用言語基には結合しない。 
（例３）hɨn.tɨr-（振る）＋ -i（名詞派生接辞） → hɨn.tɨr.i（振り子） 
    ○[○]◎          ○[○]○ 
    tar.ri-（走る）＋ -ki（名詞派生接辞） → tar.ri.ki（走り） 
    [○]○◎          [○]○○ 
 用言以外の語基には、自らのアクセント持たない接尾辞と持っている接尾辞でアクセント現
象が異なる。（例４）のように、アクセントを持っている接尾辞は末音節にアクセント核がある

語基に結合した場合は、接辞のアクセント位置が活きる。それ以外は、すべての接辞が語基のア

クセントに順接する。（例４）のアクセント現象は、複合名詞のアクセント規則と同様であり、
用言以外の語基に有アクセントの接尾辞が付くと、複合名詞のアクセント規則が働くと捉えら
れる。 
（例４） k’ot（花）＋ -tap.t’a（らしい）    → k’ot.t’ap.t’a（花らしい） 

 [○]◎       [○]○        ○[○]○ 
 ka.ku（家具）＋  -caŋ.i（技術者を意味する接辞） → ka.ku.caŋ.i（家具職人） 
      ○[○]◎      [○]○         ○[○○]○ 
     sa.raŋ（愛）＋  -sɨ.rəp.t’a（〜らしい、のようだ） → sa.raŋ.sɨ.rəp.t’a（愛しい） 

 ○[○]◎      [○]○○         ○[○○]○○ 
２）アルファベット頭文字語のアクセント特徴 
 釜山方言のアルファベット頭文字語（以下、ア頭文字語）のアクセントは、第１要素の音節
数によって異なるアクセント特徴を見せる。具体的には、第１要素が１音節形（pi→B）か多音
節形（e.sɨ→S、e.i.chi→H）かによってアクセントが決まり、多音節形の場合はさらに最終要素
のアクセント位置が関わることが分かった。本研究では、３名の話者を対象に調査を行い、220
の語彙項目のアクセントを調べた。語例は、２文字からなるものが 97個（LG等）、３文字から
なるものが 110 個（DNA 等）、４文字からなるものが 13 個（ROTC 等）である。 
 第１要素が１音節形のアルファベットで始まる例は、（例５）のように、音節構造や後続要素
のアクセントに関係なく単位全体が[○○]○…の音調型で現れる。これに対して、第１要素が
多音節形のアルファベットで始まる例は、（例６）のように、低く始まり，第２音節から高くな
り最終要素のアクセント位置まで高く発音される。 

（例５）ti.em(DM)、er.ci(LG：会社名)、ar.ce.i(RJ:キャラクター名)、en.s’i.thi(NCT：歌手名)：[○○]（○） 
（例６）e.phɨ.em(FM)、e.sɨ.en.e.sɨ(SNS)、t’ə.pɨr.rju.s’i(WC)：○[○○…]（○） 
 （例５）と（例６）のように、ア頭文字語は、第１要素の音節数と最終要素のアクセント位
置によって異なる音調型が現れる。この特徴は、釜山方言の外来語のアクセント規則や複合名



詞のアクセント規則と関連付けられない独立した規則に基づいたものだと解釈できる（一部の
例外については話者を増やして調べる必要がある）。 
（２）密陽方言の語形成過程におけるアクセント 
 １）外来語のアクセント規則 
 密陽方言は、慶尚南道諸方言の中でもっともアクセントの型の対立が多い方言で知られてお
り、外来語を取り入れる際にどのような規則が働くのかはまだ解明されていない。本研究では、
３名の話者を対象に調査を行ったが、もっとも詳しく調査できた一人（40 代）の資料を主な分
析対象とした。語彙数は 804 語で、単独形や助詞付き形のアクセントを調べた。その結果、第１
音節と語末音節の音節量が密接に関連していることが分かった。 
 １音節語には基本的に[○]◎の音調型が現れる（一部固有語化した例を除く）。このアクセン
ト特徴は、他の慶尚南道方言でも見受けられるものである。 
（例７）kəp（cup）：[○]]   kəp.i（cup が）：[○]◎ 
 ２音節語には３つの音調型が現れるが、まず、語末音節が重音節（CVC）か軽音節（CV）か
によって、大きく分かれる。まず、重音節の場合は、さらに第１音節が重音節か軽音節かによっ
て異なるアクセント特徴が現れる。第１音節が重音節であれば、基本的には[○○]◎という音調
型が現れる（例８のⓐ）。この音調型で現れる例の中には、第１音節が軽音節で、かつ最終音節
の頭子音が強子音（/s’, kh, th, ph, h/）である例が 19 個ある（例：ⓐ’）。強子音は、音声的にその
直前の音節末に同類の子音を挿入して発音する傾向がある（宗喆儀 1993:5）。このことにより、
ⓐ’のようなアクセント特徴は、第１音節を重音節として認識した結果と解釈できる。韓国人が
日本語を発音する際に、無声破裂音の前に促音を入れて発音する現象（例：来て→来って）は既
に指摘されているが（閔光純？）、この現象は日本語に限らず、外来語の発音全般に渡って起こ
る可能性が考えられる。これに対して、ⓑのように第１音節が軽音節の場合は、基本的に○[○]
◎の音調型になる（mer.ron「メロン」のような例は、語末の/r/が coda として認識されたため
（Kenstowicz&Sohn）、第１音節を‘軽’として見做した結果だと捉えられる）。ちなみに、音調
型[○○]]の例の中には、第１音節が/r/で終わるものはない。 
（例８）ⓐ hoŋ.koŋ （香港）：[○○]]    hoŋ.koŋ.i（香港が）：[○○]◎ 
     ⓐ’ re.s’ɨn（レッスン）：[○○]]   re.s’ɨn.i（レッスンが）：[○○]◎ 
    ⓑ wa.in（ワイン）：○[○]]    wa.in.i（ワインが）：○[○]◎ 
 次に、語末音節が軽音節の場合は、基本的には[○]○◎の音調型で発音される。ただし、最終
音節が軽音節であるにも関わらず、sɨ.khi（スキー）のように第１音節が「無声子音＋挿入母音/ɨ/」
の例は○[○]]のような音調型で発音されるが、これは、無声子音＋挿入母音/ɨ/の音節にはアク
セント核が来るのを避けるため、核が１音節後ろにずれた結果だと解釈できる。 
（例９） me.nju（メニュー）：[○]○   me.nju.ka（メニューが）：[○]○◎ 
 ３音節語には４つの音調型が現れるが、第１音節が重音節か軽音節かによって大きく分かれ
る。重音節の場合は、基本的には[○○]○の音調型が現れる。これに対して、軽音節の場合は、
さらに語末音節が重音節か軽音節かによって、それぞれ○○[○]]、○[○]○の音調型が現れる。
（例 10）のⓑは○○[○]]で発音される例であり、ⓒは○[○]○で発音される例である。ただし、
pa.na.na（バナナ）のように、○[○]○が期待されるが○○[○]]で現れるものが４例ある。この
点は、他の慶尚道方言と同様であり、例外として扱う。また、mi.sɨ.thə（ミスター）も○[○]○が
期待されるが、[○]○○の音調型で現れる。この例は、第２音節が無声子音＋挿入母音/ɨ/のも
のであり、「無声子音＋挿入母音/ɨ/」の音節にはアクセント核が置かれず、核が１音節前にずれ
た結果だと捉えられる。 
（例 10）ⓐ ek.sɨ.pho（エキスポー）、sin.tɨ.rom（シンドローム）：[○○]○ 
 ⓑ ti.ca.in（デザイン）、pi.tha.min（ビタミン）：○○[○]]  
 ⓒ ra.ti.o（ラジオ）、ma.nil.la（マニラ）：○[○]○ 
 ４音節語には、４つの音調型が現れるが、３音節語と同様に、第１音節が重音節か軽音節かに
よって大きく分かれ、重音節であれば[○○]○○の音調型になる。これに対して、軽音節の場合
は、さらに語末音節が重音節のものは○○○[○]◎、軽音節のものは○○[○]○◎の音調型が現
れる。ただし、s’i.khju.ri.thi（セキュリティ）だけは、○[○]○○で発音され、例外となる。 
（例 11）ⓐ in.the.ri.ə（インテリア）、un.tə.ra.in（アンダーライン）：[○○]○○ 
 ⓑ pa.i.or.rin（バイオリン）、ther.re.pi.cən（テレビ）：○○○[○]◎ 
 ⓒ khɨ.re.pha.sɨ（クレパス）、khor.ro.ra.to（コロラド）：○○[○]○◎ 
 ５音節語には、４つの音調型が現れるが、３音節語・４音節語と同様に、第１音節の音節量と
語末音節の音節量によってそれぞれ、[○○]○○○、○○○○[○]◎、○○○[○]○◎が現れる。 
（例 12）ⓐ paŋ.kɨr.ra.te.si（バングラデシュ）：[○○]○○○ 
 ⓑ a.i.sɨ.khɨ.rim（アイスクリーム）：○○○○[○]◎ 
 ⓒ o.sɨ.thɨ.ri.a（オーストラリア）：○○○[○]○◎ 
 上記の例以外に、本来は○○○[○]○◎の音調型で現れるものが、「無声子音＋挿入母音/ɨ/」
の音節にはアクセント核が来ないため、１音節前に核がずれて○○[○]○○◎で現れたと解釈
できるものが２例存在する（pi.a.ni.sɨ.tɨ「ピアニスト」）。 
 
２）混成語のアクセント規則 



 密陽方言の混成語形成におけるアクセント規則を取り上げた研究はまだない。本研究では、一
人の話者を対象に、196 個の語彙を調査した。対象語彙は、新たな意味を産出する語に限定し、
（例 13）の結合パターンの例のみを対象とした。考察の結果、結合形がインプットの後部要素
（Y）の長さを引き継いだ場合は Y のアクセントを継承し（例 14）、インプットの前部要素（X）
の長さを引き継いでいる場合は、X のアクセントを継承する（例 15）。さらに、結合形がどちら
の長さも引き継がない場合は、外来語のアクセントに従うことが分かった（例 16）。 
（例 13）Ｘ (AB)  ＋ Ｙ(CD)  → Ｚ（AD） 
（例 14）mu（大根）（2） ＋ pe.chu（白菜）（2）→ mu.chu（ムチュ：新種の野菜）（2） 
 [○]]       ○[○]]      ○[○]] 
 ra.mjǝn（2） ＋  su.ce.pi（3） → ra.ce.pi（3） 
   （ラーメン）    （すいとん） （ラジェビ：メニュー名） 
 ○[○]]   ○[○]○    ○[○]○ 
 a.pha.thɨ（3）  ＋  o.phi.sɨ.ther（4）  → a.pha.sɨ.ther（4） 
   （アパート）      （ワンルーム） （アパートとオフィスの機能を結合した住居） 
  ○[○]○   ○○○[○]]     ○○○[○]◎ 
（例 15）ko.tɨŋ.ǝ（3）  ＋ kar.pi  → ko.kar.pi（3） 
    （サバ）      （カルビ）      （焼きサバ） 
     ○[○]○   [○]○        ○[○]○ 
 c’a.pha.ke.thi（4） ＋  nǝ.ku.ri   → c’a.pha.ku.ri（4）  
   （インスタント麺）   （インスタント麺）  （2 種類の麺を混ぜ合わせたもの） 
   ○○[○]○  ○[○]○       ○○[○]○ 
（例 16）e.tju.khe.i.sjǝn（5） ＋   pe.i.pi.si.thǝ（5） → e.tju.si.thǝ（5） 
    （education）     （babysitter）    （教育専門のベビーシッター） 
  ○○○○[○]]       ○○○[○]○    ○○[○]○ 
（３）晋州方言の語形成過程におけるアクセント 
１）接尾辞による派生語のアクセント特徴 
 本研究では、２名の話者を調査し、380 の語彙項目のアクセントを調べた。接尾辞は、釜山方
言にならい、アクセントを持たないものと自らのアクセント持っているものに分けて、語基と接
続した結合形のアクセントを調べた。晋州方言の接尾辞による派生語のアクセントは、語基が用
言語基なのかそれ以外かで異なるアクセント特徴が現れる。用言語基の場合、一部の長母音を有
する１音節の語基に母音始まりの接辞が付くと、[○]○の音調型が現れるが、それ以外の場合は
基本的に接辞は語基のアクセントに順接する。このアクセント現象は、用言の活用形におけるア
クセント特徴と同じであり、用言語基に接尾辞が結合する際には、用言の活用形のアクセント規
則が働いているものと解釈する。用言語基以外のものと接尾辞が結合する場合には、複合名詞の
アクセント規則が働く。このアクセント特徴は、釜山方言と同様であり、アクセント体系は異な
るものの、接尾辞による派生語形成においては同じアクセント規則が働いていると解釈できる。 
２）アルファベット頭文字語のアクセント特徴 
 本研究では、2名の話者を対象に、260 の語彙項目のアクセントを調査した。その結果、晋州
方言のア頭文字語のアクセントは、第１要素の音節数によって異なるアクセント特徴を見せる
ことが分かった。具体的には、第１要素が１音節形（ti→D）か多音節形（a.i→I、e.i.chi→H）
かによってアクセントが決まるが、第１要素が１音節形の場合は、[○○]…○の音調型が現れ
る。一方、多音節形の場合は、次末音節から下降する○[○…]○の音調型が現れ、助詞が付く
と○[○…○]◎のように高い音調が後にずれて文節全体で次末音節型で発音される。この性質
は、晋州方言のアクセントの中で文節全体で決まった音調型が被さっている語声調のものであ
る。以上のア頭文字語のアクセント規則は、釜山方言よりシンプルだが、第１要素の音節数に
よって異なるアクセント特徴を見せるという共通点があり、本質的なメカニズムは同じと解釈
できる。 
 本研究を通して、派生語を含む新語形成におけるアクセント特徴を明らかにすることができ
た。取り上げた各方言は異なるアクセント体系を成しているものの、語形成過程においては類似
するアクセント特徴が現れていることが解明された。この結果から、規則の一般化において重要
な結果が得られたと判断できる。 
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